
韓国の大学で職を得て約４年が

経ちました．最初は講義の準備で

手一杯でしたが，ようやくそれにも慣れて研究も進むよう

になってきました．どの講義も初めて担当する学期は，経

験不足のため満足な講義を行えませんでした．及第点以上

の講義を行うには，同じ講義を３学期は経験してその都度

改善をしていかないと難しい気がします．講義は教える側

が一番学べるということも教員になって初めて知りまし

た．学生のときに十分に理解できなかった数学・物理・化

学のいくつかの分野が理解できるようになり，研究の幅も

広がりました．

講義をしていると，学生が寝たり退屈そうにしている様

子が目につきます．同僚によると，授業中や会議中に寝る

のは日本人と韓国人だけだそうです．いずれの国も睡眠の

重要性を軽視しており基本的に睡眠不足な人が多いので，

退屈な内容や難しい内容になると耐えられず簡単に落ちて

しまうのではないかと思います．学生のときは気が付きま

せんでしたが，これは教える側としては結構凹むので，気

落ちして講義の質が下がっている部分もある気がします．

居眠りをしたときに「人に迷惑をかけていない」と強弁し

てしまうことがありますが，実際は講義・会議の雰囲気を

悪くしたり教員の意欲を下げたりするのでかなり迷惑で

す．

先日，同僚と講義中の居眠りについて話していたときに

思い浮かべたのは，子どもの元気さと好奇心です．今，私

には１歳の息子がいますがいつも驚くほど元気で好奇心旺

盛です．その一因は，睡眠時間が十分にとれていることに

あるのではないかと思います．「私も息子と同じぐらい寝

れば活力・想像力が高まるかも！」と思ったりしています．

実際，少し多めに寝ているときは，研究でも良いアイデア

が浮かぶことが多くないですか？学会に参加するときや学

会誌で何かを執筆するときは，飲み過ぎや夜更かしに注意

し，十分な睡眠をとってから参加・執筆するようにしたい

ですね． （小田卓司）
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